


有田みかん海道展望台から望む湯浅湾の朝日
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各界の最前線で活躍する8人のプロデュー
サーが主導する創造的なパビリオン

【いのちの未来】
ロボットやアンドロイドに当たり前のように囲まれ、人間とアンドロイ
ドの境界がなくなる。そんな50年先の未来を体験。

名称：2025年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）
期間：2025年４月１３日（日）～１０月１３日（月）
場所：大阪　夢洲（ゆめしま）
テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン
コンセプト：未来社会の実験場
公式キャラクター：ミャクミャク
会場の広さ：約155ha（甲子園球場40個分）
参加表明国・地域：161か国・地域　※2024年１１月１日現在
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い
よ
い
よ
本
年
４
月
13
日
か
ら
大

阪・関
西
万
博
が
開
幕
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
」。
国
境
を
超
え
て
世
界
各
国

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
集
ま
り
、

い
ろ
い
ろ
な
未
来
を
見
て
、
触
っ
て
、

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な

私
た
ち
の
重
要
な
転
機
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
今
回
の
万
博
で
は
、
和
歌
山
県
も

主
役
の
一
部
を
担
い
ま
す
。
関
西
広

域
連
合
が
出
展
す
る
関
西
パ
ビ
リ
オ

ン
内
の
和
歌
山
ゾ
ー
ン
や
催
事
施
設

に
お
い
て
、
国
内
外
に
向
け
て
本
県

の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光
誘
客
の
促

進
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

　シグネチャーパビリオンや海外・国内・民間パビリオン、公式主催
イベントなど、｢未来社会の実験場｣として、学びと遊びを融合した体
験やワクワクする未来への原動力となる感動が得られ、世代も文化
も超えて楽しむことのできる見どころがいっぱいです！

160を超える国・地域・国際機関が最
新技術や独自の文化を紹介

【ドイツパビリオン】パビリオン自体が循環型・持続可能な建築の
出展作品。循環経済｢サーキュラーエコノミー｣が体感できる。
【イタリアパビリオン】芸術や美術を紹介。屋上ではオリジナル素
材のイタリア料理が楽しめる。　など

【アオと夜の虹のパレード】
「水」と「空気」をテーマにしたスペクタクル
ショー。約300基の噴水装置とウォーター
スクリーン映像、音楽やレーザー、炎などを
駆使した壮大なエンターテイメント。ウォー
タープラザにて日没後に毎日実施予定。

日本政府館をはじめ、国内13の企業や団体等が出展予定で、「iPS心筋シート等の最新
テクノロジー」、「実物大の全高16.72ｍガンダム像」、「カーボンニュートラルの実現に向
けた未来の技術」、「離れた場所と空間そのものをつなぐ空間伝送技術」など、本万博の
テーマに沿った多くの展示や体験等を提供。

８つの
シグネチャー
パビリオンの
紹介はこちら

県政最前線問

万
博
で
つ
な
げ
る

世
界
と
わ
か
や
ま

ば
ん
ぱ
く

せ
か
い

万博へ行こう！
ばんぱく い

万博とは
｢万国博覧会｣の略称。世界中からたくさんの人やモノが集まるイベントで、地球規模のさまざまな課題
に取り組むために、世界各地から英知が集まる場。日本では1970年に大阪、2005年に愛知で開催。

大阪・関西万博
公式キャラクター
ミャクミャク
©Expo 2025

見どころの一例

海外パビリオンの
紹介はこちら

ドイツパビリオン
ⒸGerman Pavilion／
MIR LAVA
fact + fiction

ⒸFUTURE OF LIFE ／ EXPO 2025

国内／民間
パビリオンの
紹介はこちら

各府県ゾーンの展示内容はこちら

本県も構成団体の一つである関西広域連合は、関西
パビリオンを出展し、関西各地の魅力を発信します。
関西全体を展示するパビリオンの中心を囲むように、
各府県が創意工夫を凝らした展示を行います。

出展参加府県：滋賀県、京都府、兵庫県、奈良県、
和歌山県、鳥取県、徳島県、福井県、三重県

公式サイトはこちら パンフレットはこちら ※チケットの購入方法等は
　裏表紙をご覧ください

アクセスはこちら
※JR和歌山駅から
　会場まで約100分

開催概要

シグネチャーパビリオン

公式主催イベント

国内／民間パビリオン

関西パビリオン

海外パビリオン

提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：関西広域連合提供：関西広域連合

提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会

提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会

完成イメージ完成イメージ

開幕に向けて着々と準備が進行中（2024年11月20日撮影）
提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会、㈱大林組　撮影：㈱伸和

開幕に向けて着々と準備が進行中（2024年11月20日撮影）
提供：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会、㈱大林組　撮影：㈱伸和

夢洲駅

シグネチャーパビリオン

ウォータープラザ

海外パビリオン

国内/民間パビリオン

関西パビリオン

EXPOメッセ
「WASSE」

TEAM EXPO
パビリオン

EXPOアリーナ
「Matsuri」

EXPOホール
「シャインハット」

会場マップ

関西国際空港

大阪
夢洲

新大阪

大
阪
府

和歌山県

夢洲
会場会場

舞洲

咲洲大阪湾

大屋根リング
全長約２km、高さ12ｍ（外側は20ｍ）、幅30ｍの世界最大級の木造建築物で本万
博のシンボル。大屋根リングの屋上からは会場全体をさまざまな場所から見渡すこ
とができ、リングの外に目を向ければ、瀬戸内海の豊かな自然や夕陽を浴びた光景、
大阪の街並みなど、海と空に囲まれた万博会場の魅力を楽しむことができます。

もうすぐ開幕！
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和
歌
山
ゾ
ー
ン
構
築

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

吉
本  

英
樹
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
５
年
和
歌
山
県
生
ま
れ

東
京
大
学
修
士
課
程（
航
空
宇
宙
工
学
）、
英
国
ロ
イ
ヤ

ル・カ
レ
ッ
ジ・オ
ブ・ア
ー
ト
博
士
課
程（
デ
ザ
イ
ン
工

学
）修
了

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

　
県
で
は
、
関
西
広
域
連
合
が
出
展
す
る
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
内
に
、〝
和
歌
山
ゾ
ー
ン
〞を
設

置
し
ま
す
。
本
ゾ
ー
ン
で
は
、「
和
歌
山
百
景
ー
霊
性
の
大
地
ー
」を
テ
ー
マ
に
、「
上
質
な

和
歌
山
」に
こ
だ
わ
り
、
巨
大
な
映
像
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「
空
間
」で
、
和
歌
山
の
自
然
風
景
や
神
話
、
歴
史
等
を
表
現
し
た「
映
像
」と
、
美
味
し
い

だ
け
で
な
く
ア
ー
ト
と
も
言
え
る「
食
」を
通
じ
て
、
本
県
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

● 映像
紀伊山地の巨木を彷彿と
させる映像タワー「トーテ
ム」に、和歌山の美しい自
然風景や神話と歴史にち
なんだシーン等を投影し
ます。

● ステージ
中央にステージを設け、｢和歌
山の今を生きる人｣に焦点を当
て、祭り、世界遺産、伝統芸
能などの多様なパフォーマンス
や展示等を行います。

● フード
カウンターバーにて、和洋菓
子を中心に、和歌山の森や野
山の季節感が味わえる、「美味
しい」だけでない「食のアート
体験」を提供します。

こどもたちも準備に参加
　和歌山ゾーンで展示するアート作品
の制作に県内のこどもたちも参加し
ています。こどもたちが草花を採集し
て制作した押し花がアート作品に仕
上げられ、
ゾーン内の
飲食エリア
壁面に展示
されます。

　
和
歌
山
が
持
つ
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
産
業
、
食
な

ど
の
多
様
な
資
源
は
、
東
京
や
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
の
大
都
市
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
万
博
は
、
こ
う
し
た
和
歌
山
の
魅

力
を
、
新
し
い
見
せ
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
国
内
外

に
向
け
発
信
す
る
良
い
機
会
で
す
。

　
〝
和
歌
山
百
景
〞は
大
地
の
形
成
や
自
然
の
風
景
だ

け
で
な
く
、
和
歌
山
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
過
去

か
ら
現
在
ま
で
の
営
み
に
つ
い
て
も
、
和
歌
山
で
活

動
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
力
を
借
り
て
表

現
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
映
像
を
映
す
タ
ワ
ー「
ト
ー
テ
ム
」は
黒

江
の
紀
州
漆
器
で
仕
上
げ
た
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー

の
天
板
は
紀
州
材
を
使
用
し
た
り
、
高
野
口
パ
イ
ル

の
ソ
フ
ァ
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゾ
ー

ン
中
央
の
ス
テ
ー
ジ
エ
リ
ア
で
は
、
和
歌
祭
等
歴
史

的
な
祭
り
の
披
露
や
、
産
業
、
伝
統
工
芸
、
農
業
等
に

従
事
し
て
い
る
方
に
よ
る
演
出
を
行
い
ま
す
。

　
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
専
門
性

を
追
求・発
揮
し
、
圧
倒
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
を
結
集
し

て
出
来
上
が
っ
た
和
歌
山
ゾ
ー
ン
が
、
訪
れ
る
人
の

予
想
を
裏
切
る
よ
う
な
特
別
な
も
の
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
監
修

地
域
を
支
え
る
団
体
や

学
生
等
が
魅
力
を
発
信

「
わ
か
や
ま
」の
魅
力
を
発
信

　
会
場
内
の
各
催
事
施
設
に
お
い
て
、
本
県

の
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
や
、
歴
史・伝
統
文
化

を
表
現
し
た
公
演
、
学
生
に
よ
る
地
域
の
魅

力
創
出
に
向
け
た
取
組
内
容
の
発
表
等
を
行

い
、
本
県
の
多
様
な
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

日
高
チ
ー
ム
　
フ
ァ
テ
ィ
マ  
ア
ズ
マ
ン
さ
ん

（
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
）

　
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
日
本
に
留
学
し
て
き
た
理

由
の
一
つ
に
和
食
へ
の
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

日
高
地
域
周
辺
は
、
醤
油
や
か
つ
お
節
等
の
重

要
な
食
材
が
生
ま
れ
た
、
和
食
の
源
流
と
な
っ

た
地
域
で
す
。
ム
ス
リ
ム（※

）で
も
食
べ
ら
れ

る
食
材
が
多
く
、
国
内
外
の
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
感
じ
、
日
高
地
域
の
食

文
化
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
万
博
会
場
で
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
食
材
の
調
査
や
農
作

業
体
験
な
ど
の
活
動
を
生
か
し
、
道
成
寺
の
絵
と
き
説
法
に
な
ぞ
ら
え
て
、
日

高
地
域
の
食
文
化
の
魅
力
や
特
徴
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※

イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る
人
々
。
戒
律
で
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
摂
取
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。

西
牟
婁
チ
ー
ム
　
北
林  

光
さ
ん

（
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
訪
れ
た
中
辺
路
は
、

少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
地
域
に
と
っ
て
も
良
い
形

で
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
一

方
で
、
大
辺
路
は
、
海
沿
い
の
景
色
や
海
の
幸

等
の
魅
力
が
あ
る
の
に
、
整
備
や
情
報
発
信
が

不
足
し
て
い
て
、｢

熊
野
古
道｣

と
し
て
観
光
客
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
た
た
め
、
大
辺
路
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
取
組
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
現
地
調
査
等
の
活
動
を
通
し
て
、
看
板・休
憩
所
な
ど
の
整
備

や
周
遊
の
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
観
光
客
の
増
加
が
見
込
め
る
と

思
い
ま
し
た
。
万
博
は
P
R
の
絶
好
の
機
会
な
の
で
、
多
く
の
方
々
に
大
辺
路

の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
活
躍
す
る
学
生
や
県
ゆ
か
り
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、
和
歌
山
の
歴
史
や

伝
統
文
化
等
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
企
画
し
、
国
内
外
へ
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

日
程：10
月
３
日（
金
）

場
所：E
X
P
O
ホ
ー
ル「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」

　
　

  

E
X
P
O
ア
リ
ー
ナ「
M
a
t
s
u
r
i
」

内
容：決
定
次
第
公
表

左から
【空間・和歌山ゾーン構築総合
ディレクター】吉本  英樹氏
【食・フードコンテンツ全体監修】
加藤  峰子氏
【映像・ベース映像クリエイター】
Yusuke Murakami氏

和歌山の魅力を「空間」「映像」「食」で表現するために、
３人のクリエイターを迎えました。

　
「
持
続
可
能
な
産
地
づ
く
り
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
和
歌
山
の「
食
」や
も
の
づ
く
り
等
の

文
化
を
世
界
そ
し
て
未
来
に
つ
な
げ
る
よ
う
、

ブ
ー
ス
展
示・体
験
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
に
よ

り
国
内
外
へ
発
信
し
ま
す
。

日
程：４
月
30
日（
水
）〜
５
月
３
日（
土
）

場
所：E
X
P
O
メ
ッ
セ「
W
A
S
S
E
」

内
容：日
本
酒
や
梅
酒
の
試
飲
、
県
産
品
の

試
食
販
売
、
産
業
製
品
の
展
示
な
ど

● 万博推進課公式
   Instagram

● 万博特設WEBサイト
   「和歌山百景」を開設！

和歌山ゾーンや
催事イベント等の
最新情報をチェック！

共創チャレンジに参加する学生に意気込みを聞きました！

は
っ
し
ん

み
り
ょ
く

W
o
w
！
W
a
k
a
y
a
m
a
！

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
、お
ど
ろ〝
き
の
国
〞〜

共
創
チ
ャ
レ
ン
ジ

和
歌
山
D
A
Y（
仮
称
）

 チーム 　　　　　　　 テーマ
 海草 国道370号の利用促進
 
那賀

 紀の川エリアサイクリングによる誘客・周
遊促進

 伊都 高野山麓地域の周遊観光促進
 有田 有田川町清水地域への誘客促進
 日高 ｢和食の源流は日高にあり｣を世界に発信
 西牟婁 熊野古道大辺路への誘客促進

 東牟婁
 移住者受入れ先進地における持続可能
な地域づくり

　
社
会
課
題
解
決
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
向
け
た
活
動
な
ど
、
自
分
た
ち
が
考

え
る
未
来
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
万
博
会

場
で
発
表・展
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
本
県
で
は
、
高
等
教
育
共
創
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
和
歌
山
に

所
属
す
る
学
生
と

振
興
局
が
連
携
し
、

地
域
の
魅
力
創
出

や
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
会
場
で

の
発
表
を
め
ざ
し

て
活
動
し
て
い
ま

す
。

日
程：審
査
の
う
え
今
年
度
末
頃
決
定

場
所：T
E
A
M 

E
X
P
O
パ
ビ
リ
オ
ン

展示構成　３つのコンテンツにより構成

各クリエイターについて
詳しくはこちら

〝
和
歌
山
ゾ
ー
ン
〞

 

メ
イ
キ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー

 

は
こ
ち
ら

ほうふつ

し
ょ
う
ゆ





県立高等学校
定時制・通信制課程

【定時制課程】
時：<学力検査>3月10日（月）<面接・実
技検査>3月11日（火） ※満20歳以上特
別措置あり
申：<一般出願>2月17日<本出願>2月
26～27日に各学校
【通信制課程】
時：学校が指定する日（学力検査なし・面
接等を実施）
申：3月4～28日に各学校

11 10令和7年1月号 令和7年1月号
読者のお便り募ります

県民の友に関する感想などを募集しています。郵送、FAX、Eメール（e0002001@pref.wakayama.lg.jp）で、 　　　　住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、広報課「県民の友」係まで、メールではタイトルに「県民の友」と記載のうえ、お寄せください。





　
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、高
齢
者
に
対
す
る
暴
力（
身
体
的

虐
待
）や
暴
言（
心
理
的
虐
待
）な
ど
の
高
齢
者
の
尊
厳
を
踏

み
に
じ
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、必
要
な
介
護
や
世
話
を
行
わ
な
い
場
合

（
介
護・世
話
等
の
放
棄・放
任
）、高
齢
者
本
人
の
合
意
な
し

に
お
金
を
使
っ
た
り
す
る
場
合（
経
済
的
虐
待
）や
望
ま
な

い
性
的
な
行
為
を
行
っ
た
場
合（
性
的
虐
待
）な
ど
も
高
齢

者
へ
の
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
虐
待
行
為
は
、高
齢
者
の
介
護
や
生
活
の
世
話

を
行
っ
て
い
る
家
族
な
ど
身
近
な
人
に
よ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、高
齢
者
が
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
従
業
員
な
ど
に

よ
り
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
一
番
で
す
が
、

す
で
に
虐
待
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、早
期
発
見

に
よ
り
、速
や
か
に
虐
待
を
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、あ
な
た
の
身
近
に
気
に
な
る
方
が
お
ら
れ
た
ら
、

ひ
と
り
で
迷
わ
ず
、お
住
ま
い
の
市
町
村
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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